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10ギガビットイーサネット製品ベンダーは、会場で相互接続をデモしてみせた。

MPLSでは、Fast-Rerouteと呼ばれるトラフィ
ックエンジニアリング技術の相互接続検証に
成功した。

［ 暗雲の中の米国ネットワーク業界　］
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晴天の下では、母のように豊かで輝いて

見える海も、曇天や雨天の下ではとたん

に厳しく、寒々としたイメージに変わる。

米国ネットワーク業界の象徴的なイベント

であるNetWorld + Interop Las Vegas

にも、米国IT業界の低迷、そして米国民

が「ナイン・イレブン」と呼ぶ昨年9月11日

の連続テロ事件の暗い影が、重苦しくのし

かかっていた。

しかし、基調講演に立ったシスコシステ

ムズの社長兼CEO、ジョン・チェンバース

氏は、「2001年第4四半期から2002年第1

四半期にかけ、米国の生産性は年率換算

で8.5％上昇した」と必ずしも悪いニュー

スばかりではないことを強調し、さらに

「ネットワーキングを活用して生産性向上を

目指すべきだ」と訴えた。シスコはこの基

調講演の直前に発表した四半期決算で純

利益を前四半期の22％増とし、チェンバー

ス氏は自社の業績で証明して見せること

で、会場に希望を与えていた。

無線LANでは802.11aが本格化

5月7～9日に開催されたN+Iの展示会

PRO/Wireless 5000 Dual Access Point」

など、発表が相次いでいる。

無線LANにおいては、セキュリティー対

策が危急を要するものとなっている。企業

の管理者はまず、ユーザが勝手にアクセス

ポイントを設置することを防がなければな

らない。適切な認証や暗号化を講じるこ

とも重要だ。だが、802.11bのセキュリティ

ーメカニズムとして提供されたWEPの欠

点を補うために登場した802.1xも、双方

向認証なしではなりすまし攻撃の対象とな

りうる。ファンクソフトウェア、リーフエッジ

は 、E A P - T T L S（ E x t e n s i b l e

Authentication Protocol-Trivial Trans-

port Layer Security）をベースにした、ク

ライアント側に証明書を必要とせずに双方

向認証を実現するセキュリティー製品を発

表した。

無線LANに特化した手段ではなく、IP

通信に幅広く利用できるIPsecを使ったセ

キュリティーを提供する製品もある。SMC

ネットワークスのEliteConnectは、無線ア

クセスポイントの上流に配置するアプライ

アンス製品で、IPsec、L2TP、PPTPによ

りデータを暗号化することで、データの秘

では、セキュリティーや管理、そしてコスト

削減といったテーマが出展製品・サービス

を広く覆っていた。

ネットワーク技術としてスポットライトが

当たっていたのは、802.11b製品の急速な

低価格化によって普及が進む無線LAN、

そしてIEEEにおける標準化作業が終了目

前の10ギガビットイーサネットだった。

無線LANではまず、既存の802.11bと、

5GHz帯を用いて36Mbpsの通信速度を実

現する802.11aとの共存を可能にする製品

が次々にデビューした。無線LANチップ

セットで知られるアセロス・コミュニケーシ

ョンズは、802.11a、802.11b、そして2.4GHz

帯で22Mbpsを発揮する802.11gの3つの

規格を同時にサポートするチップセット、

「AR5001X」を発表した。その時々の電波

状況に応じて、3つの規格にわたり最適な

アクセスポイントを選択することができる。

暗号化アルゴリズムとしてAESに対応し、

802.1xによる認証やバーチャルLANも可

能になっている。

802.11a/bをともにサポートする無線ア

クセスポイントは、シンボルの「Mobius

5224 Access Point」、インテルの「Intel

シンボルテクノロジーズは802.1a対応アクセスポイント
とともに、セキュリティ管理ツールを今回のショウでデビ
ューさせた。

シスコのジョン・チェンバース氏は、インターネットを活用
した「バーチャルネットワークオーガニゼーション」がこれ
からの道、と説いた。
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インテルは、PCI-Xスロットに収まる世界初の10ギガア
ダプターを発表した。
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匿性を守れる。

10Gイーサも次々にデビュー

10ギガビットイーサネットでは、ファウン

ドリーネットワークス、シスコシステムズ、

エンテラシスネットワークス、ノーテルネッ

トワークス、エクストリームネットワークス

が対応スイッチを出しており、相互接続デ

モを通じて製品間の互換性を訴えた。ア

バイヤも自社スイッチ用の10ギガビットイ

ーサネットモジュールを参考出品しており、

スリーコムも2003年前半には製品を投入

の予定だ。

市場調査会社、デルオログループは、10

ギガビットイーサネット市場が、2005年に

は35億ドル規模に成長すると予測してい

る。10ギガビットイーサネットでは、通信事

業者がアクセス部分で用いているSONET

技術とのフレーム互換性を持たせたWAN

用の規格を用意しており、高価なSONET

機器の代替を狙っている。しかし、当初サ

ービスプロバイダー分野で10ギガビットイ

ーサネットを牽引するのは、日本をはじめ

とした、米国以外の新興通信事業者だろ

うと関連ベンダーは考えている。また、エ

クストリームネットワークスのプロダクトマ

ネジメント担当副社長、ダンカン・ポッター

氏は、7つのインターフェイス規格のうち、

データセンターや企業内での利用に向く

10GBASE-SRがボリュームゾーンだとして

期待を見せる。用途例としては、ストレー

ジネットワーキングが注目できると話す。

通信の高速化という観点からインパクト

の強い発表をしたのはインテルだ。同社は

世界初の1チップ構成の10ギガビットイー

サネットコントローラーと、これを使ったネ

ットワークアダプターをアナウンスするとと

もに、一般デスクトップ向けギガビットイー

サネットアダプターをファーストイーサネッ

トアダプターと同等の価格で発売した。具

体的には、標準小売価格が1枚あたり67ド

ル、6枚パックでは1枚あたり59ドルにな

る。また、デルのOptiPlexシリーズでは、

インテルのギガビットイーサネットチップを

マザーボードに組み込んで標準で提供す

るという。こうして、デスクトップにおいて

特に意識することなく、ギガビットが利用で

きる環境が整ってくれば、サーバーや社内

バックボーンの10ギガビット化もさして夢

物語ではなくなってくる。

次世代IDSの登場

連続テロ事件の影響で、セキュリティー

への心理的な関心は、大きな高まりを見せ

ISSのクリストファー・クラウス氏（写真左）はセキュリティ
ーバグのないコードを書くことも重要と話した

ベリサインは、VPNや不正侵入検知、ウイルススキャン
を含む包括的なセキュリティーサービスを発表した。
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ている。N+Iの開催責任者であるキース

リーメディアのバレリー・ウイリアムズ氏も、

「ショウを前に参加者を対象に実施したア

ンケートで、見てみたい技術分野として挙

げられたのはセキュリティー、セキュリティ

ー、そしてセキュリティーだった」と話して

いる。

サーバーやプライベートネットワークへの

攻撃は、ウイルス作成技術とハッキング技

術の融合によってさらに脅威を増してい

る。ネットワーク型やホスト型のIDS（不正

侵入検知システム）への期待もますます高

まる。しかし、実際に不正侵入が発生して

から、これを報告し、ファイアウォールやホ

ストのポートを閉じるのでは後手に回って

しまう。

インターネット・セキュリティー・システム

ズの共同創業者兼CTO、クリストファー・

クラウス氏は、「Intrusion Detection（不

正侵入検知）の次のステップはIntrusion

Protection（不正侵入防止）」だと言う。こ

れを実現するのは容易なことではないが、

一般のIDSよりも高い防止効果を狙った次

世代製品が登場しつつある。

イントゥルバートネットワークスが今回の

ショウで発表したIntruShieldや、ランスコ

ープのStealthWatchは、ネットワークトラ

フィックに対し、既知の不正侵入シグネチ

ャーとのマッチングを行なうだけでなく、

正常と判断されるトラフィックとの比較を行

なうことによって異常を見つけ出すテクニ

ックを使っている。

ウェブページの改ざんを予防するので

はなく、万が一改ざんされても、元に戻し

てからユーザに送信するというユニークな

視点でつくられた製品が、日本ではシーテ

ィーシー・エスピーが販売しているジリア

ン・テクノロジーズのG-Serverだ。

G-Serverはアプライアンス形態の製品。

ウェブコンテンツのそれぞれに、あらかじ

めデジタル署名をしてからウェブサーバー

にアップロードしておくと、自動的にこの正

しいコンテンツのコピーが安全な場所に作

成される。サーバーの手前（ユーザー側）

にG-Serverを配置しておくと、G-Serverは

自分を通過するコンテンツがデジタル署名

されたものであるかどうかをチェックす

る。ウェブページが改ざんされていれば、

デジタル署名が一致しないので、G-Server

はこれを破棄して正しいコンテンツを取り

出し、ユーザーに送る。一時的にまったく

別のページを表示させることも可能だ。

節約のための製品群

コスト削減につながる製品の出展も目立

つ。SSLの暗号化／復号化を担当するこ

とでサーバの負荷を軽減するアプライアン

スは多数登場している。チャトニー・テク

ノロジーズのChutney Apptimizer for

SOAPは、SOAPメッセージに包まれてや

り取りされることで大きな遅延が発生する

ウェブサービスのリクエストやレスポンス

の高速化を実現するキャッシング製品。特

定のリクエストに対するレスポンスがすで

に分かっている場合、Apptimizerがリク

エスト先に代わって自分のキャッシュから

返答する仕組みとなっている。

ストリジェン・システムズのDistributed

Storage Networkは、CDN的な機器とポ

リシー管理ソフトウェアを組み合わせた分

散ストレージとソリューションである。記憶

装置を備えたハードウェアであるEdge

Storage ServerをWAN接続地点に設置

し、CDNと同様にデータ複製をすること

で、WAN帯域を節約できる。一般のファ

イル以外のウェブオブジェクトなども複製

し、元のウェブサーバに代わってEdge

Storage Serverから提供することが可

能。複製のトポロジーは双方向、単方向、

一対多など、多様な構成がとれる。データ

の更新頻度や重要度などにより、複製の優

先度を細かく設定することができる。

（編集部三木 泉）

イントゥルバート（写真右側）は革新的なIDS製品で話題となった。
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